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・ 本調査は、新潟市内における人の動きやその時の交通手段など、移動の実態把握に関する 

基礎資料を得るために実施したものです。 

・ 新潟都市圏を対象にした調査結果（平成 14 年）もありますが、合併後、政令市移行後の 

全市的な移動実態を把握する必要があり実施に至ったものです。 

・ 調査の結果は［特性調査編］として、移動回数や外出率のほか、移動の際の目的、交通手 

段、区ごと、地域内や地域間などから見た人の動きに着目して集計しています。 

・ また、３つの意識調査を併せ実施しており、これらは［付帯調査編］として、公共交通の 

満足度やニーズ、高齢者の移動実態、交通環境に関する意向などについて把握しています。 

 
 
 
 

平成２４年３月 

新潟市 都市交通政策課

新潟市内都市交通特性調査の結果［特性調査編］ 
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本調査と※新潟都市圏第 3 回パーソントリップ調査（平成 14 年）結果とは、抽出率や対象ゾーン数などの

調査条件が異なり単純比較はできませんが、調査結果から概ね以下の交通実態が明らかになりました。  

※新潟都市圏とは、新潟市（旧岩室村除く）、新発田市、阿賀野市、五泉市、胎内市、聖籠町の範囲 

 

○市全体として、代表交通手段構成（P.5）に大きな変化は見られません。 

○しかし、年齢階層別（P.6）で見たときに若年層の自動車利用が減少する一方で、65 歳以上の自

動車利用の割合が増加しています。また、15歳未満の自動車利用の増加も特徴的です。 

○さらに、移動の目的構成（P.4）を見てみると、業務目的による移動の割合が減少し、私用目的が
増加しており、これを代表交通手段別（P.7 上）に見てみると、自動車の私用目的利用が大きく
増加していることがわかります。 

○これらは、少子高齢化が進展するなか、市民の移動目的や手段に変化が生じていることを示唆し
ており、この結果を踏まえた的確な交通施策の展開に取り組んでいきます。 

 

―  調  査  概  要  ― 
目的 

平成の大合併や政令指定都市への移行を踏まえ、本市の人の動きや交通手段を明らかにし、今後

の具体的な交通施策を検討する際の基礎資料を得るため、全市的な実態調査を実施しました。 

調査内容 

◆調査範囲    新潟市全域 

◆調査対象    住民基本台帳（平成 23年 8月末現在）から無作為抽出された 27,900世帯 

◆抽出方法    5歳以上を世帯抽出 

    ◆実施方法    郵送による配布、回収 

    ◆対 象 日    平成 23年 11月 8日（火）、9日（水）、17日（木）のいずれかの指定日 

 
 

 

                抽出率：対象個人数÷対象人口＝ 8.80 ％  標本率：回収個人数÷対象人口＝ 2.64 ％ 

     （参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

対象人口 対象世帯数 対象個人数 回収個人数 回収率 

771,649 人 27,900 世帯 67,914 人 20,404 人 30.04 ％ 

※1 区当たり 1,000 世帯
を再抽出して配布 

新潟市内都市交通特性調査の結果［特性調査編］ 

 

新潟市内都市交通特性調査 特性調査 

付帯調査 

指定した１日の移動実態について把握－具体的
には、誰が、いつ、どこへ、どんな目的で、どの
交通手段で移動したかを聞き取り 

交通への満足度やニーズのほか、高齢者の普段の
移動実態把握、健幸都市づくりへの意向、公共交
通推進に関する意向等について把握 

・高齢社会における交通政策に関する意識調査 
・交通環境に関する意識調査 

・交通政策に関する意識調査 

※同封 

※対象者を別途 
抽出して配布 

◆回収結果 
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１ １日の人の動き（トリップ数） 
 

■総トリップ数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■各トリップの構成                        ■年齢階層別人口の構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
●トリップとは                          

 

新潟市内都市交通特性調査の結果［特性調査編］

・内々の移動より内外、外々となるにつ

れ、男性の割合が多くなる傾向が見ら

れる。 

・年齢階層別で見ても同様で、25～64 歳

の方の割合が多くなる傾向にある。 

用語の解説 

・人がある１つの目的をもって、ある地点から別の地点へ移動したときの
単位をトリップと言います。 
・トリップは、移動の目的が変わるごとに１つのトリップと数えます。 
・右図の場合、通勤：１トリップ＋私事：１トリップ＋帰宅：１トリップ
＝３トリップとなります。 

性別

男性, 51.9%

男性, 75.2%

女性, 48.1%

女性, 24.8%

女性, 19.3%男性, 80.7%

内々

内外

外々

年齢階層別

10.8% 65.7%

84.2%

88.5%

11.6%

7.4%

7.1%

0.1%

0.5%

2.2%

4.8%

6.2%

2.1%

3.1%

5.6%内々

内外

外々

5-14歳 15-24歳 25-64歳 65-74歳 75歳以上

内々トリップ ： 市内に出発地と到着地を持つ移動 
内外   〃    ： 市内に出発（到着）地があり、市外に到着（出発）地を持つ移動 
外々   〃    ： 市内に出発地と到着地を持たない移動 

・新潟市居住者の総トリップ数は 

約 203 万トリップ/日 

・このうち、市内における移動（内々トリップ） 

が 88.9％となっている。 

※平成 14 年の数値に、旧岩室村の人口
は含まれていない 

年齢階層別人口

78（10.2%）

95（12.5%）

435（57.3%）

85（11.3%）

66（8.7%）
91（11.8%）

97（12.5%）

448（58.1%）

60（7.8%）

76（9.8%）

0 100 200 300 400 500 600

5-14歳

15-24歳

25-64歳

65-74歳

75歳以上

（千人）

H23

H14

・65 歳以上の人口が増加する一方で、

24 歳以下の人口が減少している。 

・平成 14 年と比較してみると、75 歳以

上で 3.1％増加し、15～24 歳で 4.7％

減少している。 
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■平均移動回数（トリップ数） ・・・ ２．７１トリップ/人・日 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■新潟市居住者の外出率 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男性

99%

89%

89%

66%

43%

84%

98%

86%

90%

76%

53%

86%

外出率

H23

H14

女性

99%

90%

83%

57%

30%

76%

99%

91%

85%

66%

38%

77%

外出率

H23

H14

計

75歳以上

65～74歳

25～64歳

15～24歳

5～14歳

新潟市内都市交通特性調査の結果［特性調査編］ 

［性別・年齢階層別外出率 ］

・5～64 歳では約 9割の方が外出している。 

・平成 14 年と比較してみると、男女ともに 65 歳以上の外出

率が著しく増加している。 

 

      総トリップ数 

５歳以上人口 
＝ 

外出した人口 

５歳以上人口 

男性：３．０６ 女性：２．３８ 
トリップ/人・日 トリップ/人・日 

    ＝ 

男性

2.4

2.3

3.6

2.5

1.3

3.0

2.6

2.1

3.5

2.9

1.6

3.1

トリップ数（トリップ/人・日）

女性

2.4

2.2

2.7

1.7

0.8

2.3

2.7

2.1

2.8

2.0

1.0

2.4

トリップ数（トリップ/人・日）

H23

H14

計

75歳以上

65～74歳

25～64歳

15～24歳

5～14歳

※平成 14年の数値は、新潟都市圏全体の集計値 

※平成 14年の数値は、新潟都市圏全体の集計値 

［性別・年齢階層別平均移動回数］
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２ 目的からみる人の動き 
 
■移動の目的構成と他都市との比較 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

・私用目的による移動が 29.0％と他の都市圏と比較しても高い傾向にある。 

・私用の内訳としては、日常的な買物、社交・娯楽・食事、送迎などへの回答が多く見

られる。 

※全国 PTは地方都市圏の数値 

新潟市内都市交通特性調査の結果［特性調査編］ 

14.2

13.5

6.2

5.5

22.2

17.7

36.2

34.2

21.2

29.0

平成14年

平成23年

通勤 通学 業務 帰宅 私用

（％）

17.0

14.7

14.0

15.3

6.8

6.2

6.3

7.3

9.7

18.4

8.7

9.4

38.8

38.4

40.0

41.0

27.7

22.3

30.9

27.0

金沢都市圏
（平成19年）

福井都市圏
（平成17年）

松山都市圏
（平成19年）

全国PT
（平成17年）

（％）

※平成 14年の数値
は、新潟都市圏全
体の集計値 

私用に係る回答の内訳 

29.8

5.2

12.37.8
8.2

11.5

25.2

日常的な買物へ（食料品・日用品などの買物）

非日常的な買物へ（寝具・衣服・電化製品・贈り物などの買物）

社交・娯楽・食事へ

観光・行楽・レジャースポーツへ

通院・デイサービスへ

送迎

その他の私用へ（塾・習い事など）

（％）
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３ 交通手段からみる人の動き 
 
■代表交通手段構成と他都市との比較 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●代表交通手段とは 
 

・自動車を利用した移動が最も多く、69.3％となっている。次いで徒歩、二輪車の順と

なっており、平成 14 年の新潟都市圏と比較しても大きな変化は見られない。 

・本市の代表交通手段構成は、金沢都市圏と似ている。 

※松山都市圏、全国 PTの徒歩はその他を含む 
※全国 PTは地方都市圏の数値 

・１つのトリップの中でいくつかの交通手段を
利用している場合、そのトリップの中で利用
した主な交通手段を「代表交通手段」と呼び
ます。 
・代表交通手段の集計上の優先順位は高い方か
ら、鉄道→バス→自動車→二輪車→徒歩の順
となります。 
・左の例では鉄道が代表交通手段となります。

用語の解説 

新潟市内都市交通特性調査の結果［特性調査編］

69.6

69.3

9.3

9.8

15.7

15.4

2.8

2.6

2.6

2.8

平成14年

平成23年

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

（％）

67.2

76.7

53.2

56.4

10.2

8.2

26.3

18.5

16.1

12.5

16.8

18.5

2.8

3.6

1.7

1.8

4.6

0.9

3.0

0.8

金沢都市圏
（平成19年）

福井都市圏
（平成17年）

松山都市圏
（平成19年）

全国PT
（平成17年）

（％）

※平成 14年の数値
は、新潟都市圏全
体の集計値 
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■年齢階層別の代表交通手段構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

３．交通手段からみる人の動き 新潟市内都市交通特性調査の結果［特性調査編］ 

・65 歳以上の自動車を利用する割合が大きく増加している。 

・5～14 歳までの自動車を利用する割合が増加しているが、15～24 歳まででは、自動車

を利用する割合が減少している。 

・75 歳以上のバスを利用する割合が若干増加している。 

・25～64 歳までの自動車を利用する割合が、他の世代と比べ最も多くなっている。 

41.2

55.6

58.1

68.8

82.3

79.8

48.5

38.6

23.5

27.9

15.4

12.5

14.1

21.0

23.5

9.9

9.9

38.0

25.2

23.3

15.7

10.1

13.8

65.5

60.6

14.7

17.6

0.2

0.4

0.9

2.0

1.7

1.1

1.1

0.9

5.8

6.5

1.0

1.2

2.5

2.1

2.9

3.3

5.5

4.5

11.7

8.0

6.5

7.7

7.4

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

（％）

5～14歳

15～24歳

25～64歳

65～74歳

75歳以上
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■代表交通手段別の目的構成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■目的別の代表交通手段構成 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・平成 14 年の新潟

都市圏と比較し

て、全ての交通手

段における私用

目的利用が増加

している。 

・鉄道、バス、二輪

車での通学目的

利用が減少して

いる。 

・自動車での業務目

的利用が減少し

ている。 

・業務目的での自動

車を利用する割合

が95.4％と極めて

高くなっている。 

・通勤目的での二輪

車や徒歩を利用す

る割合が若干増加

している。 

・通学目的での公共

交通を利用する割

合が減少する一方

で、徒歩が増加し

ている。 

14.7

23.1

21.5

18.8

20.9

9.8

6.8

23.9

18.3

30.9

24.4

45.5

39.4

46.1

41.9

45.1

43.4

47.1

49.1

26.5

31.2

27.0

31.5

20.4

7.9

10.7

14.4

15.9

12.3

6.3

5.3

1.3

1.4

8.1

11.8

20.7

20.5

1.6

3.9

2.9

2.2

2.4

1.7

2.3

1.0

30.9

32.0

26.7

29.0

19.9

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

通勤 通学 業務 帰宅 私用

（％）

鉄道

バス

自動車

二輪車

徒歩

3.8

11.0

8.6

3.8

4.1

4.1

3.5

4.2

4.5

65.1

69.3

61.5

62.8

96.8

95.4

15.5

15.9

78.1

73.7

11.8

10.6

11.9

12.0

17.7

14.3

8.1

10.6

19.5

16.5

19.7

17.8

51.7

57.7

5.9

7.1

1.1

1.0

3.7

0.3

0.1

2.5

2.6

3.2

3.6

0.2

0.3

1.2

2.1

1.5

2.1

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

平成14年

平成23年

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

（％）

通勤

通学

業務

帰宅

私用

※平成 14年の数値は、新潟都市圏全体の集計値 

※平成 14年の数値は、新潟都市圏全体の集計値 

３．交通手段からみる人の動き 新潟市内都市交通特性調査の結果［特性調査編］
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４ 区ごとにみる人の動き 
 
■区民の人口・動き 

・いずれの区を見ても自動車を利用する割合が多くなっている。 

    

  
 
 
 

  

東 区 

 
 
 

  

中央区 

 
 
 

  

江南区 

 
 
 

  

秋葉区 

 
 
 

  

南 区 

 
 
 

  

西 区 

 
 
 

  

西蒲区 

 
 
 

  

市全体 

65 歳以上： 188 千人 ( 24%)  

25-64 歳： 448  〃  ( 58%)  

   5-24 歳： 136  〃  ( 18%)  

合計   : 772  〃 （100%） 

鉄 道：    99 千ﾄﾘｯﾌﾟｴﾝﾄﾞ/日 
バ ス：   108       〃       
自 動 車： 2,634       〃       
二 輪 車：   372       〃       
徒 歩：   586       〃       
   合計  ： 3,799       〃       

 

 

新潟市内都市交通特性調査の結果［特性調査編］ 

計75千人 

計 133 千人 

計 167 千人 

計67千人 

計75千人 

計45千人 

計 150 千人 

計60千人 

北  区 

152
215

38 66

739

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

（千トリップエンド/日）

62 87
8 14

419

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

（千トリップエンド/日）

16 39

241

29

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

（千トリップエンド/日）

26 378 2

235

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

（千トリップエンド/日）

30 4714 1

203

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

（千トリップエンド/日）

12 170 2
155

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

（千トリップエンド/日）

55 113
18 20

474

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

（千トリップエンド/日）

19 306 2
169

鉄道 バス 自動車 二輪車 徒歩

（千トリップエンド/日）

※「その他・不明」分に係る集計上の都合のほか、四捨五入の関係から 
各区の合計値と市全体の数値は一致していません。 

14千人

43千人

18千人65歳以上

25-64歳

5-24歳
　

31千人

78千人

24千人

65歳以上

25-64歳

5-24歳

　

16千人

39千人

12千人

65歳以上

25-64歳

5-24歳
　

20千人

42千人

13千人

65歳以上

25-64歳

5-24歳

　

8千人

26千人

11千人65歳以上

25-64歳

5-24歳

　

37千人

87千人

26千人

65歳以上

25-64歳

5-24歳
　

11千人

33千人

16千人65歳以上

25-64歳

5-24歳
　

　

40千人

100千人

27千人

65歳以上

25-64歳

5-24歳

自動車,
79%

鉄道, 3% バス, 1%

二輪車,
5%

徒歩,
13%

自動車,
71%

鉄道, 1% バス, 2%

二輪車,
10%

徒歩,
15%

自動車,
61%

鉄道, 3% バス, 5%

二輪車,
13%

徒歩,
18%

自動車,
76%

鉄道, 3% バス, 1%

二輪車,
8%

徒歩,
12%

自動車,
69%

鉄道, 5% バス, 0%

二輪車,
10%

徒歩,
16%

自動車,
70%

鉄道, 3% バス, 3%

二輪車,
8%

徒歩,
17%

自動車,
75%

鉄道, 2% バス, 1%

二輪車,
8%

徒歩,
13%

自動車,
69%

鉄道, 3% バス, 3%

二輪車,
10%

徒歩,
15%

自動車,
83%

鉄道, 0% バス, 1%

二輪車,
7%

徒歩, 9%

区名 人口 代表交通手段別発生集中量 代表交通手段構成 
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５ 地域内・地域間の人の動き［全目的・全手段］ 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■区と区（区間）の動きを見てみると 

中央区と西区、中央区と東区、 

中央区と江南区の順に 

多くなっている。 

中央区との結びつきが強い 

ことが伺える。 

 

  一方、北区、秋葉区、 

南区、西蒲区間の 

動きが少なく 

なっている。 

■区内における動き（内々トリップ）と 

区内から区外への動き（内外トリップ） 

を見てみる。 

 

都市機能が集積する 

中央区、西区、東区では、 

区内・区内外における 

移動が多くなって 

いる。 

新潟市内都市交通特性調査の結果［特性調査編］

人口：133 千人 

人口：75千人 

人口：167 千人 

人口：66千人 

人口：75千人 

人口：45千人 

人口：150 千人 

人口：60千人 

※内外には各区と新潟市外との移動を含む。 
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■各区と都心（古町・万代地区）

間の動きを見てみる。 

中央区との動きが 

最も多く、 

次いで東区、 

西区となっ 

ている。 

■都心周辺の主に基幹公共交通軸※沿線 

における動きを図示している。 

 

※都心を中心に主要な拠点を 

結ぶ公共交通の軸 

新潟市内都市交通特性調査の結果［特性調査編］
５．地域内・地域間の人の動き［全目的・全手段］ 

※上下の図に示される赤線の太さは、

同一のものであり、比較して見ること

ができます。 
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新潟市都市政策部都市交通政策課 
ＴＥＬ ０２５－２２６－２７２３  /  Ｅmail kotsu@city.niigata.lg.jp 


